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投稿に当たって 
  
１．本紀要への投稿論文は，鳴門教育大学小学校英語教育センター（以下「センター」とする）設立の目

的に沿っていること。  
２．投稿論文は，未公刊のものとし，他所で掲載審査中でないものに限る。  
３．投稿料は無料とする。  
４．投稿資格は，共同執筆者も含めて次の各項のいずれかに該当する者とする。  
（１）本学（附属学校園も含む）の専任教員および大学院生  
（２）小学校での英語教育に関心をもつ国内・国外の学校・大学の教員  
（３）その他，紀要編集委員会が特に認めた者  
５．投稿に際しては，研究論文・実践報告のいずれの範疇で審査を希望するかを別紙「紀要論文審査申込

用紙」（センターＷｅｂページよりダウンロード可）に明記し，投稿論文と一緒に郵送すること。  
６．投稿に際しては，論文を A4 判の上質紙を使用し，ワープロ・パソコンのワープロソフト等で横書き

に作成し，高品質印刷でプリントアウトしたものを３部（１部は正本，２部は査読用に氏名と所属機関名

を伏せたもの）を所定の期日までに提出すること。ページ数は印刷せず，論文右上角に鉛筆で記入する。  
７．第一著者として投稿できる論文の数は，１編とする。ただし，センターが執筆を依頼した特別寄稿論

文を含む場合は，２編までとする。  
８．投稿論文は紀要編集委員会によって審査され，掲載の適否が決定される。  
９．審査結果は，「採用」「条件付き採用」「不採用」の３段階で示され，その結果は投稿者個人宛に通知さ

れる。審査に関する問い合わせは受け付けられない。  
10．「採用」となった場合は，すでに提出されている原稿（執筆要領で詳しく説明）が最終原稿となるため，

電子ファイル（ＦＤ，ＣＤ，メール添付等）のみを所定の期日までに提出すること。「条件付き採用」とな

った場合は，必要な修正等を施した後，高品質でプリントアウトした最終原稿１部と電子ファイルの両方

を所定の期日までに提出すること。  
11．本紀要に掲載された論文の著作権は，著作者に帰属する。  
  ただし，鳴門教育大学に対して，継続的に複製権，公衆送信権を許諾することとする。 
12．論文の公開については，掲載が認められた時点で著者の許諾があったものとして取り扱う。特別な事

情によりＷｅｂページでの公開を許諾できない場合は，理由書を紀要編集委員会に提出し，非公開とする

ことに対して許諾を得るものとする。  
13．個人のＷｅｂページや刊行物等に本紀要に掲載された論文を転載する場合には，事前に紀要編集委員

会の許諾を得なければならない。  
14．投稿論文の締め切り日・送付先等については，センターＷｅｂページを参照のこと。  
  

執筆に当たって 
  
１．使用言語は日本語または英語とする。  
２．論文の長さは，注・引用文献・グラフ・図表等を含めて，A4判用紙10枚とする。グラフ・図表等も

必ず当該頁の中に埋め込むものとする。  
３．論文の構成は，論文題目・氏名・所属・要約・キーワード（３語）・本文・（注）・引用文献・（付録）

の順序とする。なお，論文本文が和文の場合は氏名にローマ字を添えること。  
４． 氏名をローマ字表記する場合の姓名の順序は，母語の表記の順序（例：日本名の場合は YAMADA Taro）
とする。論文本文が英語の場合も同様とする。  
５．使用する文字のサイズは，次の通りとする。和文の場合は，論文題目17ポイント（明朝体，以下同様），

氏名13ポイント，所属機関名，要約・本文・（注）・引用文献等は11ポイントを基準とし，英文の場合は

論文題目18ポイント（Times New Roman，以下同様），氏名14 ポイント，所属機関名，英文要約・本文・

（注）・引用文献等12ポイントを基準とする。また，論文題目，要約（タイトル）はボールド（太字）と

する。 

2019 年度鳴門教育大学小学校英語教育センターシンポジウム報告  
 
2019（令和元）年度の小学校英語教育センターシンポジウムを，10 月 19 日，徳島市内

のシビックセンターホールにおいて開催しました。小学校の先生方を中心に，中学校や教

育委員会の先生方および大学院生など，県内外から多くの方々（70 名）に参加いただきま

した。  
2020 年度から小学校において新学習指導要領が全面実施され，小学校中学年には「外国

語活動」が，高学年には教科として「外国語科」が導入されます。今回のシンポジウムで

は，小学校外国語教育が刷新されるという状況を背景に，「いよいよスタート！新しい小学

校外国語教育～円滑な実施に向けて～」をテーマに，ご登壇の先生方から，その方向性や

考え方，具体的な実践についてお話しいただき，「円滑な実施に向けて何をすべきか」につ

いて，ご参会の先生方と一緒に共有することを主旨としました。  
まず，信州大学の酒井英樹先生に基調講演として「コミュニケーションの資質・能力の

育成のための言語活動」と題してお話しいただきました。酒井先生は，特に，新しい小学

校学習指導要領・外国語活動および外国語科における「言語活動」の意味あいを中心に，

ご専門の第 2 言語習得研究の見地から，理論的に言語活動のあり方について解説されまし

た。酒井先生の講演をうかがい，私個人的には，教育実践を行うにあたり，その理論的な

裏づけを知ることの意義を改めて実感しました。例えば，言語習得には自然な順序があり，

児童が英語表現の誤りを犯すのは，言語習得に必要な自発的な仮説検証の営みであり，誰

もが必然的に経る過程であることを聞き，少し気が楽になった方もおられたのではないで

しょうか。  
続く，シンポジウムでは，新しい学習指導要領の実施に向けた先駆的な取り組みとして

2 つの実践報告を聴き，酒井先生をコーディネーターに，参会の方々と議論する時間をも

ちました。まず，大阪府高槻市立大冠小学校の平山欣生先生から「教科化を意識した授業

づくりの実践」と題し，学校を挙げ全教員が協力して外国語教育に取り組まれた実践につ

いて報告いただきました。教員自身が工夫・アレンジして取り組んだ外国語科の授業づく

りやモジュール学習の具体をうかがい，小学校外国語教育の指導書・マニュアルや教具・

教材などの指導環境の整備がなされていくなかでも，学校の状況や児童の実態に応じた指

導をその場を共有する教員が自ら共に考え実践していくということを忘れてはならないと

感じました。次に，徳島市立福島小学校の竹内陽子先生から「素地から基礎へ～楽しむ，

関わる，つながる活動を通して～」と題し，小学校外国語教育に長く携わられたご経験か

ら，新しく始まる外国語教育において変わることと，これまで同様に大切にしなくてはな

らないことについてお話しいただきました。小学校外国語教育の変革期にあたって，私た

ちは，何のために英語を教え，何のためにことばを学ぶのかを再確認する必要があると考

えさせられました。以上 2 つの実践報告のあと，ご登壇の先生方と参会者の方々との間の

質疑応答を通して，活発な議論が行われました。  
最後に，本シンポジウムに登壇いただいた先生方をはじめ，ご参会の先生方に，お忙し

い中，新しい小学校外国語教育について，ともに理解を深め，また，課題を共有していた

だいたことに，この場を借りて，心より感謝の意を表します。ありがとうございました。

本小学校英語教育センターも，今回のシンポジウムにおいて共有させていただいた貴重な

お話やお取り組みをふまえながら，地域の先生方とともに，小学校の外国語教育をもり立

てていきたいと考えております。  
（山森 直人）  
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での発言は，一重括弧「 」で表記する（｢わかりましたか｣等）。 
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文献の示し方 
  
１．引用文献（References）には論文の中で言及されているもののみを示すこと。  
２．個々の文献は，和洋の区別をせず，著者名のアルファベット順に提示すること。  
３．英語論文の引用文献に和文献を示す場合は，著者名のみローマ字と漢字で示し，以下は日本語で示す 
ものする。  
  
日本語の文献の場合  
（１）学術雑誌の論文  
畑江美佳(2012) 「小学校外国語活動における『英語絵本』の活用－コミュニケーション能力の素地を育む
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（２）論文集（単行本）の中の論文  
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ント』（pp.78-104）東京：旺文社.  
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伊東治己（編著）(2008)『アウトプット重視の英語授業』東京：教育出版.  
（４）英語論文の引用文献に日本語の文献を含める場合  
Ito, H.（伊東治己）(2008)「フィンランドにおける小学校英語担当教員養成システムに関する研究」『教育

実践学論集』第9号，103-117.  
  
外国語の文献の場合  
（１）学術雑誌の論文  
Ito, H. (2010). Perceptions about English language learning among Finnish primary school pupils: Does English 

language teaching as a subject induce disinterest, Annual Review of English Language Education in Japan, 21, 
231-240.  
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